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問�

　

前
回
６
月
議
会
に
引
き

続
き
、
市
民
理
解
が
進
ん

で
い
な
い「
小
さ
な
拠
点
」

づ
く
り
の
意
義
や
必
要
性

を
再
度
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）�

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
地
方
は
特

色
を
活
か
し
て
自
立
的
で

持
続
的
な
社
会
を
創
生
す

る
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

特
に
人
口
減
少
が
急
激

に
進
む
中
山
間
地
域
で

は
、
商
店
等
生
活
基
盤
が

存
在
す
る
基
幹
集
落
を
中

心
と
し
た
複
数
の
集
落
に

よ
る
「
小
さ
な
拠
点
」（
集

落
生
活
圏
）を
形
成
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
が
急
が
れ
る
。

問�

　

行
政
依
存
か
ら
自
立
す

る
地
域
社
会
の
構
築
と
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移

行
時
期
な
ど
は
。

答
（
市
長
）�

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
、
従

来
通
り
の
仕
組
み
で
は
こ

れ
ま
で
通
り
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
市
民
が
自
主
的
に

行
政
運
営
に
参
画
す
る
住

民
主
体
の
「
地
域
運
営
」

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
は
、
地
域
の
合
意
形

成
や
熟
度
を
し
っ
か
り
と

判
断
し
な
が
ら
、
令
和
２

年
度
以
降
か
ら
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問�

　

市
内
の
実
家
・
高
齢
者

介
護
施
設
等
へ
、
首
都
圏

等
か
ら
定
期
的
に
帰
省
し

て
肉
親
等
の
見
守
り
介
護

を
し
て
い
る
、
家
族
・
親

族
等
の
統
計
の
有
無
や
実

態
把
握
を
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
１
人
世
帯
及
び
２

人
世
帯
の
数
は
把
握
し
て

い
る
が
、
首
都
圏
等
か
ら

定
期
的
に
帰
省
し
て
見
守

り
介
護
を
す
る
家
族
の
実

態
調
査
の
実
績
や
統
計
等

の
デ
ー
タ
は
な
い
。

問�

　

帰
省
費
用
等
の
経
済
的

負
担
の
認
識
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

支
援
策
等
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
方
か
ら
の
定
期
的
移

動
費
用
の
経
済
的
負
担

は
、
当
然
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　

直
接
的
な
帰
省
費
用
等

の
経
済
的
支
援
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
趣
旨
や
基
本
を

踏
ま
え
、
制
度
活
用
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

再
度
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
意
義
は

市
長
…
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
が
不
可
欠

定
期
的
に
帰
省
す
る
介
護
従
事
者
へ
の
支
援
を

市
長
…
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
活
用
も
視
野
に
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問�

　

今
後
も
地
区
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
大
き
く
行
政
改

革
が
済
む
ま
で
正
職
員
は

残
す
べ
き
と
思
う
。
自
治

会
の
在
り
方
や
、
行
政
区

再
編
ま
で
は
時
間
を
か
け

住
民
合
意
ま
で
進
め
、
行

政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
目

を
果
た
す
べ
き
。

答
（
市
長
）�

　

住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
、
従
来
の
取
り
組
み
だ

け
で
は
、十
分
で
は
な
く
、

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

問�

　

区
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意

味
は
あ
る
の
か
。
方
針
を

無
理
に
進
め
る
た
め
の
根

回
し
と
思
う
が
、
区
長
も

住
民
の
声
を
ま
と
め
た
も

の
で
は
無
く
、
時
期
尚
早

と
思
う
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

方
々
か
ら
、
個
人
的
な
意

見
で
あ
る
と
の
前
提
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
地
域
課

題
が
整
理
さ
れ
、
一
つ
の

改
革
案
を
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
た
。

問�
　

恵
ま
れ
た
自
然
や
生
活

環
境
は
、
住
む
人
に
よ
っ

て
育
ま
れ
る
。
今
後
農
村

部
を
活
か
し
た
民
泊
や
、

芸
能
の
保
存
伝
承
、
自
然

景
観
を
生
か
し
た
事
業
な

ど
取
り
組
む
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
動
を

担
う
消
防
団
の
組
織
再
編

も
途
中
だ
が
、
そ
う
い
っ

た
整
合
性
に
つ
い
て
、
自

治
体
の
在
り
方
な
ど
、
協

問�

　

最
近
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
発
、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
、
高
齢

者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
、
返
納
し

た
高
齢
者
は
、
足
の
確
保

に
大
変
困
っ
て
い
る
。

　

遠
野
市
は
、
面
積
も
広

く
、
車
な
し
の
生
活
は
考

え
に
く
い
。

　

市
と
し
て
も
他
市
町
村

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
返

納
者
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
な
施
策
が
必
要
と
思

う
が
。

答
（
市
長
）�

　

路
線
バ
ス
等
に
つ
な
が

る
地
域
内
の
交
通
空
白
地

有
償
運
送
（
住
民
に
よ
る

運
送
）
を
促
し
て
い
き
た

い
。

議
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
農
村
部
の
政
策
に

つ
い
て
も
っ
と
深
く
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。答

（
市
長
）�

　

都
市
と
農
山
村
の
交
流

拡
大
の
観
光
資
源
と
認
識

し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
再
編
に
つ
い

て
は
整
合
性
を
取
り
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

新田　勝見  議員

地
区
セ
ン
タ
ー　
市
の
職
員
は
残
す
べ
き

市
長
…
新
た
な
取
り
組
み
必
要

高齢者運転免許証自主返納者の足の確保は
市長…交通空白地有償運送を促したい

一問一答方式

地域づくりの拠点　地区センター

定期的に帰省して肉親等を見守り介護する人々へ支援策を

その他の質問

◦�市民センター管理運営
について

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


